


～
チ
ー
ム
山
元
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ゆ
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憩

災
害
公
害
住
宅

第
3
期
分
（
戸
建
2
5
戸
）

忙
着
工
し
ま
し
た
－
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
連
模
式

（
2
戸
1
棟
）
　
の
災
害
公
営
住
宅

を
整
備
し
、
今
年
4
月
か
ら
順
次

入
居
を
開
始
し
て
き
ま
し
た
が
、

6
月
か
ら
は
第
3
期
分
の
災
害

公
営
住
宅
（
戸
建
埜
戸
）
の
建
築

に
着
手
し
ま
し
た
（
左
図
参
照
）
。

第
3
期
分
は
、
こ
れ
ま
で
と
同

様
に
町
が
県
に
建
築
を
委
託
す

る
こ
と
に
な
り
、
工
事
が
順
調
に

進
ん
だ
場
合
、
来
年
1
月
こ
ろ
か

ら
入
居
が
可
能
と
な
る
見
通
し

で
す
。今
回
建
築
す
る
災
害
公
営
住

宅
は
、
戸
建
式
の
た
め
連
様
式
に

比
べ
家
賃
が
多
少
高
く
な
り
ま

す
が
、
敷
地
面
積
が
約
0
0
坪
と
連

模
式
よ
り
も
ゆ
と
り
の
あ
る
広
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第2期入居

雛 4戸

追加の入居申し込みを

受付中です（3LDKのみ）
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さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
2
5

戸
の
う
ち
3
戸
は
「
車
い
す
対
応

型
の
住
宅
」
と
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固
震
災
復
興
整
備
課
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新
市
街
地
整
備
事
業
の

受
注
会
社
が
決
定
！

町
で
は
、
被
災
者
の
皆
さ
ん
の

1
日
も
早
い
生
活
再
建
を
目
指

し
、
宅
地
造
成
工
事
と
災
害
公
営

住
宅
建
築
工
事
を
設
計
・
施
工

一
括
発
注
方
式
で
行
う
「
新
山
下

駅
周
辺
地
区
市
街
地
整
備
工
車

外
」
・
「
新
坂
元
駅
周
辺
地
区
市

街
地
整
備
工
車
外
」
の
受
注
会
社

が
決
ま
り
ま
し
た
。

受
注
会
社

①
新
山
下
駅
周
辺
地
区

市
街
地
整
備
工
事
外

フ
ジ
タ
・
大
豊
・
橋
本
店

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

②
新
坂
元
駅
周
辺
地
区

市
街
地
整
備
工
車
外

鴻
池
組
・
上
の
組

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

入
札
は
、
2
社
以
上
の
企
業
が
共

同
で
事
業
を
行
う
共
同
企
業
体
方
式

と
し
、
参
加
資
格
要
件
を
満
た
す
不

特
定
多
数
の
企
業
体
が
参
加
で
き
る

一
般
競
争
入
札
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
価
格
だ
け
で
は
な
く
、
価

格
以
外
の
要
素
（
工
程
管
理
、
周
辺

住
民
の
生
活
環
境
対
策
や
地
域
貢
献

な
ど
）
を
総
合
的
に
評
価
す
る
落
札

方
式
を
取
り
入
れ
、
品
質
の
向
上
を

確
保
し
ま
し
た
。

両
地
区
と
も
盛
土
造
成
工
事
等
が

完
了
し
次
第
、
そ
の
一
部
か
ら
防
災

集
団
移
転
宅
地
の
引
き
渡
し
と
災
害

公
営
住
宅
へ
の
一
部
入
居
を
順
次
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

本
工
事
に
つ
い
て
は
平
成
2
7
年
3

月
ま
で
に
完
成
さ
せ
、
翌
、
平
成
2

8

年
春
ま
で
に
は
新
市
街
地
に
お
け
る

戸
建
住
宅
お
よ
び
災
害
公
営
住
宅
へ

の
入
居
が
計
画
ど
お
り
完
了
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
仮
設
か
ら
本
設
で
の

生
活
再
建
に
向
け
て
更
な
る
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
な
お
、
宮
城
病
院
周
辺
地
区
に
つ

い
て
は
、
同
様
の
手
法
を
用
い
て
、

今
後
進
め
て
い
き
ま
す
。

間
震
災
復
興
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備
課
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昨
年
に
引
き
続
き
町
の
復
興
状

況
を
ご
覧
い
た
だ
く
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。
「
山
元
町
の
今
」
と

「
こ
れ
か
ら
の
復
興
」
を
実
際
に
自

分
の
目
で
見
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時
1
月
2
0
日
（
土
）

○
午
前
1

0
時
～
正
午

○
午
後
1
3
時
5
0
分
～
1
5
時
0
0
分

※
同
内
容
で
2
回
実
施

集
合
解
散
場
所

役
場
第
2
仮
庁
舎
1
階

「
大
会
議
室
」

見
学
内
容
イ
チ
ゴ
等
生
産
施

設
・
新
山
下
駅
周
辺
造
成
団
地
・

防
潮
堤
工
事
現
場
な
ど

※
各
見
学
地
問
は
バ
ス
で
移
動
。

対
象
者
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
関

心
の
あ
る
方
、
新
市
街
地
へ
の

移
転
等
を
検
討
し
て
い
る
方

定
員
午
前
・
午
後
と
も
各
5
0
人

申
込
期
限
7
月
1
7
日
（
水
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

固
震
災
復
興
企
画
課

℡
3
7
i
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芯を強とつ龍一チーム山元　復興へのあゆ
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【
仮
称
】
坂
元
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
8
チ
ェ
ン
ジ

（
1
C
）
設
置
忙
向
け
、

さ
ら
忙
”
歩
前
進
！

町
で
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
強

化
・
利
便
性
の
向
上
を
目
的
に
、

国
に
対
し
現
在
建
設
中
の
常
磐

自
動
車
道
へ
の
ス
マ
ー
ト
I
C

連
結
許
可
申
請
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
6
月
日
日
（
火
）
、
国
土

交
通
大
臣
か
ら
の
連
結
許
可
が

お
り
、
東
北
地
方
整
備
局
に
お
い

て
同
局
道
路
部
長
か
ら
連
結
許

可
証
の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

坂
元
ス
マ
ー
ト
I
C
は
、
山
元

I
C
か
ら
約
8
㌔
南
の
久
保
間
・

中
山
区
内
に
設
置
す
る
予
定
で
、

今
後
は
、
平
成
2
8
年
度
内
の
供

用
開
始
に
向
け
て
具
体
的
に
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

同
事
業
計
画
調
整
室

計
画
調
整
班

℡
2
9
i
8
0
0
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川瀧弘之道路部長から許可証の
交付を受ける斎藤町長

県
道
角
田
山
元
線
と
接
続
さ
せ

る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東日本大震災発生日巨　　 ＿高 配　 “沌即日居 合 l〃
の 建 築 や お 引 越 l ‾▲ 1 1輩…▲　　　　　 ； 。

“＝
を ！！

広報やまもと平成25年2月号でご紹介しました「住宅再建にかかる利子相当額および移転等に

対する補助制度」については、事業着手前（土地・建物の購入契約やお引越し前）の申請が原則です。
住宅再建の予定がお決まりの方は、事前にご相談ください。

【補助金交付の流れ】
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※補助金のお支払いは、請求書の提出から約1カ月程度を予定しています。
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湾を強を駕施一勇一去曲亮　復興へのあ

育苗ハウスで順調に青々と育ついちご苗

今
年
3
月
に
完
成
し
た
育
苗

用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
で
、
現
在
益
戸

の
い
ち
ご
農
家
が
初
出
荷
に
向

け
苗
を
育
て
て
お
り
、
ベ
テ
ラ
ン

生
産
者
の
皆
さ
ん
も
驚
く
ほ
ど

順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。

些
戸
の
い
ち
ご
農
家
の
1
人
、

門
間
清
美
さ
ん
（
磯
区
）
は
「
い
ち

ご
は
も
う
作
れ
な
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
今
回
、
全
国
の
皆
さ
ん

か
ら
の
支
援
で
立
派
な
ハ
ウ
ス

を
整
備
し
て
も
ら
い
、
も
う
一
度

い
ち
ご
作
り
が
で
き
る
の
が
と

て
も
嬉
し
い
。
驚
く
ほ
ど
宙
の
生

育
は
順
調
で
、
早
く
い
ち
ご
を
出

荷
し
た
い
と
気
持
ち
が
焦
る
く

ら
い
だ
。
こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
以

上
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
、
美
味

し
い
い
ち
ご
を
作
る
こ
と
で
全

国
の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。今
後
、
育
て
た
苗
を
定
植
し
、

い
ち
ご
を
実
ら
せ
る
た
め
の
大

型
鉄
骨
ハ
ウ
ス
を
8
月
下
旬
ま

で
に
完
成
さ
せ
、
日
月
の
収
穫
・

出
荷
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

同
産
業
振
興
課
農
政
班

℡
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い
ち
i
」
団
地
整
備
車
業

初
出
荷
忙
向
け
、
苗
は
順
調
忙
生
育
＝
…
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宮城県仙台土木事務所では、現在、県道相馬亘理線で高浦橋、笠浜橋、耕不切橋の3つの橋の災害復

旧工事を行っています。
中浜地区の高浦橋は、地震・津波により落橋したため橋りょうの架け替えが必要となり、従来の橋型

からボックスカルバート（鉄筋コンクリートで造られたトンネル）型に変更しています。
笠野地区の笠浜橋は、華道部に被害はありませんでしたが、歩道部に被害があり、破損した橋の柵を

含めて復旧しています。
花釜地区の耕不切橋は、橋りょう自体に被害はありませんでしたので、破損した橋の柵や護岸の補修

を実施しています。

なお、高浦橋は6月末に完成し、笠浜橋と耕不切橋の2橋については、8月末の完成を見込んでいます。
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高浦橋の復旧工事
（ボックスカルバートを設置しています）
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このほか、県道山下停車場線などでも舗装復旧工事を行っており、1日も早い復旧を目指しています。
工事期間中、町民の皆さんにはご迷惑をおかけする場合もありますが、ご理解とご協力をよろしくお

願いします。

岡山元町工事安全協議会事務局まちづくり整備課施設管理班　℡37－5111
宮城県仙台土木事務所道路部道路管理第二班　℡022－297－4153
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